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工事名称 縮尺 図面番号

図面名称 日付
施 行

N.S

E-01
特記仕様書

目項 特 記 項事

仕　様　書

事

通

共

般

一

項
ただし、同等品以上とする場合は、総括監督員の承諾を受ける。

１． 機 材

２．

３． 者術技安保気電

本工事に必要な工事用電力、水などの費用は請負者の負担とする。

契約電力５００Ｋｗ以上の場合に於いても、第１種電気工事士により施工を行う。４． 事工気電

５． のそ水力用事工 電 、 、

士

他

・　監理技術者　・　主任技術者技 術 者 資 格

工事現場におく電気保安技術者は、監督職員の指示に従い、工事期間中

の電気工作物の保安の業務を行うものとする。

官公庁への諸手続きなどの費用は請負者の負担とする。

なお、本受電後引渡を受けるまでの期間の基本料金及び使用料金も含む

ものとする。

・　できる ・　できない

・　別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。

・　本工事で負担する。

ＰＣＢ使用機器は関係法令に従い適切に処理する。

※構内指示の場所に敷きならし　・　構外搬出　　　（約　　Ｋｍ）

引渡しを要するもの。

工６． 事 用 仮 設

７． 足 橋んさ場

発 処の材生８．

処土残９．

物

類

理

分

構内につくる事が

・　特別管理産業廃棄物　※無し　・　有り（ＰＣＢ使用機器　・　　）

※無し　・　あり（・　機器類　・　配管材料　・　　　　　　　　　）

本工事に使用する機材等は設備機材等指定表によるほか同等品以上とする。

工　事　種　目

建物別及び屋外

構 造 階 数 延面積（㎡） 備 考

ＲＣ

建 称名物

Ⅰ．工　事　概　要

１．工　事　場　所

２．建　物　概　用

３．工 目事 種

Ⅱ．工　事　仕　様

１．共　通　仕　様

　１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事

　標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）及び、公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（最新版）による。

　２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を

　　　適用する。

２．特　記　仕　様

　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　２）特記事項のうち選択する事項は○印の付いたものを適用する。ただし、○印のない場合は※印を適用する。

工 事 種 別

・ ・

消
別 一
防 法 施
表 第

（　　印の付いたものを適用する。）　●

備

〇　動 備

〇　受 備

○　静 備

○　自 備

○　避 備

○　電 備

○　構 備

○　表 備

○　イ 備

○　テ 備

○　火 備

○　防 備

○　中 備

○

○

路〇　構

路○　構

●　電 灯 設

設力

雷 設

設話

示 設

犯 設

央 監 視 制 設御

ン タ － ホ ン 設

止 形 電 源 設

備設拡 声・計○　電 気 時

レ ビ 共 同 受 信 設

内 配 電 線

内 通 信 線

設知報災

設換交内

設電発家

変 電 設

写成完 真 ・　枚数、部数は現地係員の指示による。１０．

スリーブ

照明器具・幹線等の吊りボルト用インサート

埋込分電盤・端子盤・プルボックスの

仮枠及び埋込部分の補強

仮　　枠

補　　強

電気室、自家発電室などの基礎及びピット（蓋を含む）

天井埋込照明器具の切込加工、下地の補強（墨出しは本工事）

ＯＡフロアー・フリーアクセスフロアーの切込み及び補強

他工事との取合い

補　　強 ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

梁　　貫　　通　　部

軽 量 鉄 骨 壁 の ボ ッ ク ス 取 付 用 下 地

自動開閉装置を取付ける防火戸の切込み、

補強及びドアチェック、フロアヒンジ

Ｐ － １ － １ 自 立 型 制 御 盤 の 基 礎

別 途 自 動 制 御 機 器 と の 配 線 の 接 続

パ ッ ケ ー ジ 形 空 調 機 の 連 絡 配 線

テ レ ビ ア ン テ ナ の 基 礎

別 途 自 動 制 御 機 器 へ の 配 管

天 井 点 検 口

別 途 自 動 制 御 機 器 へ の 配 線

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 地接同共

用雷避

器雷避圧高

器雷避圧低

用機換交

用信通

用信通

用定測

類種の地接 記号

Ｅ Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

及びＥ

接地抵抗値

下以Ω０１

１ 下以Ω０

下以Ω

下以Ω

１ 下以Ω０

１ ０ 下以Ω

下以Ω

１ 下以Ω０

下以Ω００１

接　　地　　極

は又４１＝Ｄ（Ｂ Ｗ ＝ ２－連３×）０４

２－連３×）０４＝Ｗは又４１＝Ｄ（Ｂ

２３０ ２－連×）０＝Ｗは又１＝Ｄ（Ｂ

Ｐ

２－連３×）０４＝Ｗは又４１＝Ｄ（Ｂ

２－連３×）０４＝Ｗは又４１＝Ｄ（Ｂ

１－連３×）０４＝Ｗは又４１＝Ｄ（Ｂ

２－連３×）０４＝Ｗは又４１＝Ｄ（Ｂ

＝Ｄ（Ｂ １×）０３＝Ｗは又０１

×＝ ）０３Ｗは又０１＝Ｄ（Ｂ １

組

組

組

組

組

組

組

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

電気設備工事

※

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

機械設備工事

※

※

※

※

※

※

※

※

・

・

・

・

・

・

・

・

・

建築工事

・　金属製（ステンレス、新金属も含む）　・　樹脂性質材のト－レプュシラッフ１７．

スベトレプアロフ１８． －・－

接地極の材料は次による。なお、ＥＢはＬ＝１，５００とする。

路

極地接２２．

２１． 電 等管線 数本 ，

示表別

途－ 用のト－レプバカ２０．

仕 上スクッボルプ１９． 等 ＳＵＳ（防水型）

・　水平高低調整付（空転防止リング付）とする。　・　砲金製

・　アルミ製

電灯　灯　・　動力　動　・　電話　Ｔ　・　電気時計　時　・　拡声　

拡　・　表示　表　・　インターホン　イ　・　テレビ共同受信　ＴＶ

・　火災報知　火　・　防犯　警　・　中央監視制御　中　、印のシール

またはそれに代わるものを貼付する。

ＰＦ管を使用する場合は（タイプ－２５）１重管とする。

設備機器の固定は「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説」

（平成８年度版　建設大臣官房長官営繕部監修）によることとし、

施工は「建築設備耐震設計施工指針2014年版」（独）建築研究所による。

建物の種別　　（耐震クラスＡ）

重要度の高い設備機器（・　配電盤　・　自家発電装置　・　交換機

管ＦＰ１４．

工施震耐１５．

線呼１６． び 長さ１ｍ以上の入線しない電線管には１．２㎜以上のビニル被覆鉄線を挿入

する。

・　直流電源装置　・　ＵＰＳ装置　・　火災報知受信機　・　ケーブルラック）

等図成完１１．

等図１２． 施 工

取のと事工他１３． 合 い

提出部数　３部　　　ＣＡＤで作成の場合はＣＤ等を提出の事。

共通仕様書による完成図等を総括監督員に提出する。　

施工図の原図及び陽画複写図（１部）を監督職員に提出する。なお、当該

建物の取得する施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は発注者

に移譲するものとする。

接 地

接 地

接 地

接 地Ａ 種

種

種

種

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１５０／Ｉ

（ 詳 細 は 特 記 に 依 る ）単独５０
総合１０

Ａ Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｌ

ＬＨ

ＬＬ

ｔ

Ａｔ

Ｄｔ

Ｄａ

０

Ｅ 下以Ω００１ １３０ ×）０＝Ｗは又１＝Ｄ（ＢＥＤ

Ｅ １ 下以Ω０ ２－連３×）０４＝Ｗは又４１＝Ｄ（Ｂ 組ＥＣ

分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線で、配線経路、電線太さ、

電線本数、管径などは監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。

取外し再使用機器は清掃及び絶縁抵抗測定のうえ取付ける。

定測の抗抵縁絶２６．

器機用使再２５．

事工ト－リクンコ２４．

示表設埋２３．

２コンクリ－トの調合は特記をのある場合を除き設計基準強度１８Ｎ／ｍｍ　以上、

スランプ１８ｃｍ以下とする。

・　黄銅板製（避雷設備用及び共同設置極埋設表示）

・　コンクリ－ト杭に方向種別を記入したもの（上記以外の接地極及び地中配

　　線の埋設表示）とする。ただし、舗装された場所は鉄製のものとする。

る。

工事着手前に既存の電気設備の絶縁抵抗を測定し、測定表を監督職員に提出す

蛍光灯器具の安定器の回路方式は原則として下記による。灯光蛍５．

・防水形コンセントはプラグ付きとする。

・接地極付きコンセント（２Ｐ１５Ａ）はプラグ無しとする。

具器線配４． ・ハイテンションアウトレットは次による　・　外部固定形　・　上下動形

幹線　・金属管配線　・ケ－ブル配線　・合成樹脂管配線　法工施３． 方

分岐　・金属管配線　・ケ－ブル配線　・合成樹脂管配線　・　フロアダクト

式方気電２．

囲範事工１． ・配管　・配線　・機器等取付

１０． 示表ト－レプのトンセンコ

・　設置した各部屋２箇所以上

・　　箇所９． 測度照の明照用常非 定

ジのルブケＦＶＶ８． イョ アウトレットボックス又は、プルボックスとする。－

器明照用常非７． 具 ・　電池内蔵形　・　電池別置型

ト スクッボン

圧電格定の球電６． 白熱電球の定格電圧（非常用は除く）は１１０Ｖとする。

家庭用照明器具

環形のランプ（家庭用照明器具を除く。）

類種の灯光蛍

直管形

蛍光ランプ

Ｈｆ形

蛍光ランプ

コンパクト形

蛍光ランプ

２０形

上記以外のもの

４０形の避難口誘導灯

４０形（避難口誘導灯を除く。）及び１１０形

他のルーバ又は照明カバーと交換可能な器具

センサ等と組み合わせて段調光を行う器具

連続調光に使用する器具

上記以外のもの

２７Ｗ、１８Ｗ、１３Ｗ

５５Ｗ、３６Ｗ

１５Ｗ形以下

防雨形、防湿形、電池内蔵非常用照明器具及び誘導灯

露出型器具等でグレアを考慮する場所に設置する器具

回路方式 電圧

１００Ｖ

１００Ｖ

１００Ｖ

１００Ｖ

１００Ｖ

１００Ｖ

１００Ｖ

ＧＬ

ＲＨ

ＰＮＨ

ＰＴＨ

ＰＡＨ

ＰＤＨ

ＰＨＨ

ＥＬ

ＰＨ

ＰＬ

ＧＨ

ＧＬ

ＧＬ

コンパクト形蛍光ランプの標準色は下記による。

　　※Ｈｆ蛍光ランプは、３波長域発光形（昼白色）とする。

４０形及び２０形の蛍光ランプは、それらに相当する光束を有する低消費ランプ

とする。（防災用器具は除く。）

ＧＨ

他のそ３６． 機械設備工事及び建築工事の特記仕様書は別図（　　／　　図及び　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　図）による。

等書画計全安事工３５．

３４． 経 年 検 査

処３３． 産 業 廃 棄 物 の 理

りつは３２．

止防露結３１．

・　溶融亜鉛メッキＺ３５とする。（装柱金物は除く）　・　ステンレス製

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（装柱金物は除く）

物金持支の側屋，上屋３０． 等

塗装する部分　・　居室，廊下等　・屋外　・　ＥＰＳ内を除く露出部分装途の管配出露２９．

者業装塗２８．

工事完了引き渡し１年後に、経年検査を実施する。検査において指摘された個

所は速やかに補修又は改造しなければならない。尚、これに必要な経費は請負

者の負担とする。

工事に伴う建設廃棄物は「法律」を遵守し、適正に処理する。尚、契約書の

写し、及び管理票（マニフェスト）を提出する事。

既存のコンクリ－ト床、壁などの配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤ

モンドカッターによる。

外気に面する壁、スラブ等で打込みとなる位置ボックスは保温、結露防止処

理を行う。

・日本塗装工業会会員　　※監督職員の承諾する業者

建設工事公衆災害防止対策要綱に基づき、工事安全計画書・工事安全計画事後

評価書を監督職員に提出する。

２００Ｖ・１００Ｖ

２００Ｖ・１００Ｖ

２００Ｖ・１００Ｖ

２００Ｖ・１００Ｖ

２００Ｖ・１００Ｖ

２００Ｖ・１００Ｖ

２００Ｖ・１００Ｖ

　　・　１３，１８，２７ワットは３波長域発光形　・　電球色　・　昼白色

　　※３６，５５ワットは、３波長域発光形（昼白色）

・　単相　２００Ｖ　・　三相　２００Ｖ　・　発電機回路　・　ＵＰＳ回路

工事の施工に伴い既存部分を汚染又は損傷した場合は、既成にならい補修する。２７． どな修補

一

般

共

通

事

項

動

力

設

備

式方気電２．

法方工施３．

へ の 接器 続機４．

囲範事工１．

・　空調機などへの接続は本工事とする。　・　別途工事

分岐　・　金属管配線　・　ケ－ブル配線　・　合成樹脂管配線　・　

幹線　・　金属管配線　・　ケ－ブル配線　・　合成樹脂管配線　・　

・　配管　・　配線　・　機器等取付

一

般

共

通

事

項

電

設

灯

備

令行

幹線　・単相３線式　２００／１００Ｖ　・　直流２線式　１０８Ｖ

分岐　・単相２線式　・１００Ｖ　・２００Ｖ　・　直流２線式１０８Ｖ

幹線　・　三相３線式　２００Ｖ　・　単相２線式　２００Ｖ

　　　・　単相３線式　２００／１００Ｖ

分岐　・　三相３線式２００Ｖ　・　単相２線式　・　１００Ｖ　・　２００Ｖ

改修一式

・

・

・

・

○建築工事（天井ボード開口、補修）

キュービクルの基礎 ・ ・

・

・

・

・

・

・

・

総領中学校屋内運動場照明ＬＥＤ化工事
令和８年度

総領中学校

屋内運動場 Ｓ 828.32

３ 2,140.37

屋内運動場

広島県庄原市総領町稲草2125番地

７項



Ｎ

官民
境界

線

田 総 川

花
屋
橋

総領小学校

庄原市

ﾘｽﾄｱｽﾃｰｼｮﾝ総領

総領中学校

工事場所

至　府中市上下

至　三次市

Ｎ

総領支所

付近見取図

校　舎

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫
ﾎﾟﾝﾌﾟ庫

機械室

受水槽

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ

自転車置場

倉庫

運動場

2
9
,
4
6
0

4,
50
0

前
面
道
路

（屋内運動場）

図面名称

工事名称 縮尺

日付

図面番号

令和８年度

施　　　行
庄 原 市

付近見取図・配置図

総領中学校屋内運動場照明ＬＥＤ化工事

工事建物

432号線

配置図　S=1/600

E-02



図面名称

工事名称 縮尺

日付

図面番号

令和８年度

施　　　行
庄 原 市

１階平面図

総領中学校屋内運動場照明ＬＥＤ化工事
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図面名称

工事名称 縮尺

日付

図面番号

令和８年度

施　　　行
庄 原 市

２階平面図

総領中学校屋内運動場照明ＬＥＤ化工事

ＸＦＸ４４０ＫＥＮＬＥ９

ｉＤシリーズ直付型４０形　反射笠付型

一般タイプ、４０００ｌｍタイプ
消費電力２５Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

ＸＦＸ４４０ＣＥＮＬＥ９

ｉＤシリーズ直付型４０形　コーナーライト

一般タイプ、４０００ｌｍタイプ
消費電力２５Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：亜鉛鋼板、反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

ＮＹＭ２０２２２ＬＲ９

高天井用照明器具　マルチハロゲン灯４００形器具相当

光束２１３００ｌｍ、消費電力１１２Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ
昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７０、広角タイプ、直付型
光束維持時間６００００時間（光束維持率８５％）、電源内蔵型
本体：アルミ、パネル：ポリカーボネート（透明）、アーム：亜鉛鋼板
約５～１００％連続調光、落下防止ワイヤー付
器具本体（２．５ｋｇ）

A B C
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ＮＹＫ００１１４

側面ガード
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B

B×8台

吹　抜

吹　抜

体育部室

C

撤去のみ

撤去のみ 撤去のみ 撤去のみ

撤去のみ

撤去のみ

撤去のみ撤去のみ A×22台
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